
池之上さま、 

 

株式会社運送経営改善社の高橋です。 

いつもありがとうございます。お電話でもお伝えしましたが、実践して、経験すればする

ほど、「先生は、この１００倍、大変だったんだろうなぁ」と、気づかされます。本当に感

謝しています。 

 

私は今、３、４年前に、先生に教わったことを、順番に実践している感じです。私の近況

と、現在行っていることなどをご報告いたします。 
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【アマゾンキャンペーン・ご協力いただきありがとうございました。】 

昨年１１月、アマゾンキャンペーンを開催しました。５０００円を超える価格にもかかわ

らず、みなさんにご協力いただきアマゾン総合３位、５つの部門で１位をとることができ

ました。 

                             

【出身地の岩手県知事・北上市長を表敬訪問しました】 

１２月には、地元の岩手県知事、北上市長を表敬訪問して、地域の中小企業支援関連団体 

に著書を寄贈しました。各団体から、たくさんの感謝状をいただきました。 

          

  

 

 

 

 

 

 

 

岩手県知事との対談             北上市長との対談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

←対談の様子は地元新聞に取材され、記事になり

ました。なぜ、取材されたかというと、もちろん、

自分でプレスリリースをしたからです。 



【業界新聞での連載コーナーの執筆活動】 

３年前から、物流ウィークリーという業界最大手の業界新聞で連載コーナーを執筆してい

ます。証拠がなかった当時の私にとって、この連載コーナーは社会的証明として非常に効

果を発揮してくれました。連載をすることになったのは、プレスリリースがきっかけでし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演活動】 

全国のトラック協会に呼ばれて講演に行っています。７０分２０万円の講演料と、２名分

の宿泊費と交通費をもらって行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ ２月の沖縄講演               

 

 

             ６月の茨城講演→ 

 

  

 

 



しかし講演は、自社セミナーとはかなり雰囲気が違います。偉いおじいさんたちは、後ろ

で寝ています。私は、ここはリスト集めの場と位置付けています。絶対に欲しいと思わせ

るオファーをつけて、欲しい人はメールアドレスを書いてください。と言って、アドレス

を収集してます。時々変化を拒むおじいさんたちに、怒られて阻止されることもあります。 

 

【セミナー活動】 

自社開催セミナーは３ヶ月に１回くらい開催しています。直近のセミナーは８月２６日に

ベルサール九段で開催します。参加予定人数は８１名の参加予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自社開催セミナーは、講演とはまた 

雰囲気が違います。参加者はかなり積極的。             

 

 

 

 

 

 

 

 

もちろん受付には行列ができるように仕向

けます。このひとつひとつが、先生に教わっ

たノウハウです。 

←セミナー開催時には、毎回、業界新聞

にプレスリリースをします。セミナーを

取材してもらい、このように記事に掲載

してもらいます。マスコミを最大限に使

う。これも、先生に教わったことです。 



【道場】 

１泊２日の道場を開催しています。プレスリリース道場では、業界新聞の編集者に来ても

らってその場で審査をしてもらいます。審査で「プレスリリース大賞」に選ばれた人は、

その場で取材が確定します。今までに、１０社以上のメンバーが実際に取材され、新聞に

掲載されました。 

 

また、セールスレター道場では、各社のセールスレターを完成させます。ここで完成させ

たレターで、みなさんすごい売上げを上げています。１通のセールスレターで３０００万

円以上の売上げを上げたメンバーもいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつも午前４時過ぎまで誰も寝ません。    深夜３時過ぎ。ブラック会社だと知らず  

                      入社した新入社員の千葉が文句を言って 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレスリリース審査をしてくれたのは、    その場で取材日の打ち合わせをして・・・ 

物流産業新聞社の大西取締役。 

選ばれた優秀なリリース記事は、 

 

 

  

  



 

 

【合宿】 

伊豆高原で２泊３日の合宿を開催しました。 

ブレインダンプ、ホットシートを中心に行いました。合宿開催日の３ヶ月前から、「３０万

円課題」というのを行います。通常の売上げ以外で、最低３０万円を合宿開催当日までに

稼ぐ、という課題です。１３人中、１１人が達成しました。一番稼いだ人は３００万円以

上を売上げました。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合宿では、主にブレインダンプとホット     伊豆高原での合宿参加者集合写真 

シートをしました。               

 

 

←２週間後くらいには、記事になって

います。 

 

  



【グアムセミナーを開催しました。】 

今年の４月、初の海外セミナーを開催しました。伊豆高原合宿のバックエンドとして、グ

アムセミナーを開催しました。バックエンドといっても、参加費は実費のみの、ご褒美企

画です。合宿前にみんなが３０万円課題で稼いだお金で行きました。全員でビジネスクラ

スを体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成田のビジネスラウンジで。震災の影響で 

参加者が１２人から５人に減ってしまいまし 

たが、全員ビジネスクラスを体験しました。 

 

 

 

【教材販売】 

「ＴＭＳ」という教材を販売しています。１年間のフォローアップがついています。ＴＭ

Ｓメンバーは、２ヶ月に１度のミーティングに無料で参加できます。ミーティングは、ス

カイプ、または実際に会って、セミナー形式で開催します。東京だけでなく、関西でも開

催します。（←これは、平先生の全国行脚をイメージしています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初海外・初ビジネスのメンバーも。 

 

ＤＶＤ４枚（２回のセミナーの完全収

録版）、音声ＣＤ１０枚（ウエルスク

ラブをイメージしています）４００ペ

ージのテキストとバインダー、ＨＰ制

作の優待権利、キャッシュバック金

券、そして２ヶ月に１度のミーティン

グ無料参加権利と、メンバーだけの非

公開ＳＮＳへの１年間の参加権利が

つきます。３００万円の売上げ保証、

完全返金を約束しています。 



【ＨＰ制作を販売しています】 

５月から、スポット便用のＨＰ制作を請け負っています。現在までに５社完成しています。

荷主獲得できるＨＰを制作するとともに、ＰＰＣ広告のかけ方を指導しています。その結

果、現在、多いところでは、１日２件の新規問合せが入るというすごい結果になっていま

す。ＨＰから、イオンなど大手からの仕事を獲得した方も出てきています。ＨＰ制作は、

各県１社のみの受注で、制作した人を、地域で１番の運送会社にしていく計画です。 

 

【●１日１分 運送ニュース●】 

●１日１分 運送ニュース●というタイトルのメルマガを、２０１０年１月から、日刊で

土日以外は毎日発行しています。読者は運送会社経営者５０００名ですが、セグメントさ

れた濃いリストなので多いときはクリック数が１０００クリックを超えます。他の業界に

比べると、尐ない数だと思うのですが、実は、運送業界では、現在、大手物流新聞社のオ

ンラインニュースを抜き、私が堂々第一位のクリック数となっています。（オンラインリス

ト数では第２位です。） 

 

【全国優良運送会社１００選】←全国優良工務店１００選のマネ。 

これはセミナー特典として作りました。このサイトには、セミナー参加者の会社を「全国

優良運送会社１００選」として、列挙します。私がＰＰＣ広告をかけて、このサイトに直

接荷主を集め、各社の取引につなげます。今まで、「実践しない人は、稼げなくても仕方が

ない」と思っていましたが、「実践しない人も稼がせることはできないか？」という考えか

ら、このアイデアが生まれました。 

 



【時代を創った男たち】 

いろいろがんばってやってはいますが、やはり、古い体質の業界です。４０代の女性より

も、６０代以上の白髪の偉そうなおじいさんのほうが信用されます。私は、まだまだ軽く

見られてしまいます。ですから、その弱点を補うために、業界の重鎮と呼ばれる人物数人

と対談をして、その対談のようすを公開することにしました。業界の中で、各地で、リア

ルに影響力を持っている人にインタビューをし、音声と写真を公開します。重鎮たちに、

できるだけ出演してもらえるよう、「時代を創った男たち～激動の物流業界編～」という、

かっこいいタイトルにして、さらに、筆文字屋さんにお願いして、かっこいい看板を用意

しました。これを使って、これから出演依頼をかけていきます。↓ 

 

 

 

 

 

 

【孤独の旅】 

 

【慶応大学経済学部の通信課程に入学しました】 

平先生と同級生になりました。高卒、看護専門学校中退の私は、生まれて初めて女子大生

になりました。でも、キャンパスにはまだ一度も行っていません。 

 

※余談ですが、専門学校のときに、私は初めて自分のビジネスを考えつきました。一人暮

らしで、夜遊びばかりしていた私は、「どうせ夜、部屋に帰らないんなら、部屋を人に貸し

て、お金をもらおう」と考えました。同級生たちは、彼氏とホテルに行きたいけど、ホテ

ル代が高い。という悩みを抱えていました。そこで私は、ホテル代より安く、自分の部屋

を貸し出す商売を計画します。冷蔵庫に飲み物を用意したり、いろいろルールも決めまし

た。そして、チラシをつくって学校で配りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【孤独の旅】 

 

 

しかし、そのチラシが、なぜか職

員室にまで渡ることになり、当然

ですが、私は、退学処分となりま

した。 

 

←というわけで、高卒、専門学校

中退の私は、今回、初めて大学生

になりました。（合格通知） 



【孤独の旅】２０１０年１月元旦から、韓国に２週間、孤独の旅に行きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生と同じ新宿からの夜行バス     博多からのフェリーは先生と同じ二等客室 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

優しくしてもらった食堂で、      ここでもお客様の声を書きました。 

お客様の声を書きました。 

 

【孤独の旅・その２ ～インド編～】 

実は、今年も孤独の旅にでかけてきました。今回はインドに２週間。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元旦に出発。成田では鏡開きをしていました。 インド到着。けっこう寒い。 

 

 

 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事はもちろん、手を使いました。     食事だけでなく、紙ではなくオケを使う、   

インド式トイレの方法も身につきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラックは過積載が当たり前        バイクも３人乗り、４人乗りが普通でした。 

                     というか一人で乗っている人などいません。 

 

 

 

 

←ホテルはドアに鍵がかからないのが普

通で、このように椅子でドアを押さえて眠

りました。 

 

  

  

紙はない。 

この手おけを使う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車も過積載。              ↑ここまでくると本当に感心しました。 

                      まさに「できるか、ではない。やるのだ。」 

さて、孤独の旅ですから、何か、自分に負荷をかけるチャレンジを経験したいと思いまし

た。インドは売り込みが激しい国でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで私は、この国で何か売りたいと考えました。しかし、私がこの時、持っていたもの

といえば・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯ブラシや石鹸などのホテルのアメニティー  そして虫よけ・・・ 

グッズ 

  

  

  



他に思いつかないので、とりあえず、これらを売ってみることにしました。オートリクシ

ャーという３輪の乗り物に乗って、「ナット ツーリスト、インディア オンリィ マーケ

ット」と伝えました。案の定、マーケットに着くと同時に売り込みが来ましたが、私は、

売り込みに来た相手に、「その商品もいいけど、こっちを買わない？」と言って、路上にお

店を開きはじめました。下に敷いている白い袋はホテルのランドリーバックです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私がお店を開きはじめると、めずらしがって、すぐに、すごい人だかりができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中には、私の横で、「ラッキーセール！ラッキーセール！」と、大声で手を叩いて呼び込み

をしてくれる人まで現れました。 

 

ところが・・ 

 

 

 

 

 

 

←私のお店です。 

エキサイト翻訳で調べて、ヒンズー語と英

語で、「どれでも１個５０ルピー」と、書き

ました。 

  



あまりに人だかりができたので、目立ち過ぎてしまったようです。この人だかりを見て、

警官のような人が竹刀（のようなもの）を振り回して走ってきました。「何やってるんだ！

そんなところで店を出すんじゃない！」という感じに叫んでいたのだと思います。 

 

すると、ギャラリーの人たちが、その警官に文句を言いはじめます。言葉は全然わかりま

せんが、おそらく、「かわいそうな旅人じゃないか。売らせてあげてもいいじゃないか。」

と、私の事を弁護してくれていたのだと思います。 

 

 ←（おそらく）私の弁護をしてくれ 

る人      ている通りすがりの人 

 

  

 

 

 

 

 

 

しかし、その警官みたいな人は、聞き入れず、さらに竹刀を振り回し、そのへんの人を容

赦なく叩き始めました。「わかったから、店を閉めればいいんでしょ。やめます。やめるか

ら。」と、私は、慌てて店じまいをしました。 

 

まだ、たったひとつも売れていないうちに店じまいをすることになってしまい、とても残

念でした。しかし、そのまま帰る気にはなれませんでした。そこで私は、考えました。「露

店を出せば、怒られる。だったら、他に方法はないか？」 

 

そして、思いつきました。「そうだ、露店はダメでも、訪問販売ならいいんじゃないか？」

そう考えた私は、店を回って販売して歩きました。私の持っているような雑貨類を売って

いるお店を選んで販売して回りました。 

 

しかし、１０件目を回っても、誰も買ってくれません。といっても、怒鳴ったり怒ったり

するような人はいませんでした。「ごめんね、買えないよ」という感じで、優しく気の毒そ

うに断られました。 

 

 

 

 



インドのマーケットでは、お店が↓このようにオープンになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根のある露店といったところでしょうか。ですから、私が販売して歩いている様子は、

別の店からも、よく見えたと思います。 

 

１０件以上に断られ、疲れてきたころに、ある男性が、私に声をかけました。その男性は、

おそらく、断られ続けている私のかわいそうな様子を見ていたのだと思います。 

 

こっちにおいで、と、彼の店に案内されました。彼の店は、バックや小物を扱う雑貨やさ

んでした。私は、「買ってくれるの？」と聞きました。彼は、「ううん、買うことはできな

いよ。」と首を横に振ります。「でも、これとなら交換してあげるよ。」そう言って、彼は大

きな象の絵が刺繍されたピンク色の布のバックを差し出しました。私は、感激して、持っ

ている物すべてを渡し、そのバックと交換しました。このバックは、私の宝物になりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の孤独の旅で見つけた私のコアは、「劣等感」「コンプレックス」でした。これを直視

したことで、気持が楽になり、強くたくましくなれた気がします。 

 

 

 



次回の元旦はシベリア鉄道か、アンコールワットを計画していたのですが・・・実は、甲

状腺に腫瘍ができてしまいました。 

 

検査の結果、あまり良くないものだったため、切ることにしました。手術は、運送会社の

繁忙期でセミナー計画が立てにくい年末に、することにしました。現在は、手術に向けて

体力づくりをしています。また、入院している様子や手術前のようすなども写真をとって、

１分ニュースメルマガで、全国に実況中継する予定です。「時間は永遠ではない。全力で生

きろ」というメッセージを、みんなに発信したいと考えています。 

 

以上、近況のご報告でした。 

 

実践すればするほど、発生する問題も大きくなるように感じています。問題が発生するた

びに、ソウルメイトである満席エージェントの山岸さんと、「先生は、今の私たちの１００

倍くらい大変だったんだろうね。」と、話し合っています。 

 

先生が、いつでもリスクをとって私たちの背中を押してくれていたことや、いつでも本当

の価値あることを教えてくれていたことに、今になって気づいています。先生は、他の誰

も話してくれるはずがないような本当のことだけを私たちに教えてくれました。 

 

会社の売上げを上げるために学び始めましたが、いつの間にか生き方を教えてもらいまし

た。今までも私は、かなり幸せな人生を歩いてきた人間ですが、先生に出会ってからの私

の人生は、さらにエキサイトで楽しい人生になりました。本当にありがとうございます。 

 

感謝の気持ちがあるのに、最近は実践報告をきちんとしていませんでした。 

 

池之上さま、実践報告をするきっかけをいただきまして、ありがとうございました。 

 

２０１１年８月９日 

株式会社運送経営改善社 

高橋 久美子 

 

※すぐに売上げを増やす方法を全５回のメールセミナーで公開しています。メールセミナ

ーでは、スポット便の契約が増える「運賃表のひな型」も、プレゼントしています。 

登録はこちらです→ http://www.unsoukeiei.com/uriageup2/  

 


